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発表内容 平成 21年度と平成 22年度の福井県の感染症流行予測調査から、インフ
ルエンザ A(H1N1)2009に対する抗体保有状況について報告した。 
平成 21年 8月～10月および平成 22年 8月～10月に、福井県内の医療

機関等において、本調査に同意が得られた人から血液を採取した。（平成

21年度は 3機関 173名、平成 22年度は 4機関 201名）。抗原はA/California 
/7/2009(H1N1)pdmを用い、0.5％ニワトリ赤血球を用いて赤血球凝集抑制
試験（HI）法で測定した。 

A/California/7/2009(H1N1)pdm に対する抗体保有率は、本格流行前の

平成 21年度は 1:40以上が 4.1％、1:80以上が 1.2％と非常に低かった。 
これに較べて流行後の平成 22 年度は 1:40 以上が 24.9％、1:80 以上が

14.4％となった。なかでも罹患者が多かった 5-9歳、10-14歳、15-19歳お
よび 20-29歳では 1:40以上が 50％前後となるなど大きく上昇した。 
平成 22年度の結果について、罹患歴の有無で 1:40以上抗体保有率を比較
すると、罹患歴有り(n=20)が 80.0％、罹患歴無し(n=156)が 17.9％であり、
罹患者の方が高かった（P<0.001）。罹患者の幾何平均抗体価（GMT）は
54.6であり、年齢群別には 0-4歳、10-14歳および 15-19歳で 80.0となる
など 20歳以下の年齢群で高い傾向にあった。 
罹患歴が無かった 156名について、インフルエンザ A(H1N1)2009ワクチ
ン接種歴の有無で 1:40 以上抗体保有率を比較すると、接種歴有り(n=40)
が 42.5％、接種歴無し(n=116)が 9.5％とワクチン接種者の方が高かった
（P<0.001）。ワクチン接種者の GMTは 22.6であり、年齢群別には 20-29
歳が 73.4、10-14 歳、30-39 歳および 40-49 歳が 40.0 であったのに対し
0-4歳および 60歳以上では 10.0と、年齢群による差がみられた。 
罹患歴もワクチン接種歴も無かった 116名のうち、11名（9.5％）が 1:40
以上の抗体を保有しており、主に学校など集団生活のなかで不顕性感染し

たものと考えられた。 
 

 


